
みんなの共生未来会議事業 【軽井沢町】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ５，７７８ 千円

交付金額 ２，５００ 千円

事業番号 ①

町民意識調査や講座参加者へのアンケート等により「平等感」や「家事・育
児の分担に関する時間」に関する男女間の意識差、職場における男性の
育休や介護休暇取得についての課題が見られた。また、地域行事や慣習
における性差や各種団体における女性の意見反映について課題視する声
が聞かれた。これまでは町民全般向けに啓発講座を実施したが、参加率が
低く当事者意識が芽生えていない状況。当町の特性上、既存住民のほか、
移住者や別荘所有者も多く、地域内の身近な「仲間」や「友人」と繋がるきっ
かけが持てず、「悩みや課題の共有・相談先がない」といった状況がある。

本事業の実施により、女性が自分の意思で選択し、活躍でき、いきいきと
暮らせる社会の実現に向けて、地域団体、企業や事業所への意識向上を
図るとともに、女性自身が持っている力を自由に発揮するための学びやつ
ながりづくりの場を提供する。

目標内容 目標 実績 達成率

事業
目標

講座・学習会の参
加者及びつながり
ラウンジ利用者数

150名 193名 127％
属性にあわせた意識向上のための講座等の実施と女性たちが気軽に悩
みを相談したり、つながりやネットワークをつくるための素地となる場づくり
を行う。
①啓発講座等実施
企業向け講座・男性向け講座・女性向け講座・中高生向け講座の４
つの口座を実施した。また、町内全域向け啓発資料配布の実施。

②つながりラウンジ運営
気軽に相談や交流が行える場の提供

企業、男性、女性、中高生と対象別に４つ啓発講座を実施し、ジェンダー平
等や女性活躍推進に関する理解促進と意識醸成を図った。企業向け講座
では、地域企業による取組事例やジェンダー論の知見を共有することで、
参加者が職場や家庭における役割や働き方を見直す契機となった。また、
女性向け講座では自分らしい生き方へのヒントを得ることで、女性の自己
実現やキャリア形成への意欲向上が見られた。中高生向け講座では将来
の生き方や性別役割意識について考える機会となった。さらに「つながりラ
ウンジ」の運営により、女性が安心して相談や交流ができる環境を提供し、
心理的安心感の向上や女性同士のつながりづくりにつながった。

講座の実施について、企画、調整、実施については問題なく実施でき、内
容について参加者からも大変好評いただいたが、町広報誌・町公式ホーム
ページ・町公式SNS・メール配信サービスや連携団体を通じ、様々な周知を

積極的に行ったものの参加者確保に結びつかず、周知方法が課題と感じ
た。また、男女共同参画（ジェンダー平等）や女性活躍推進などに関心の低
い方にどう参加してもらえるか、他のイベントなどとの連携などについても
検討が必要と感じた。

軽井沢町商工会・軽井沢観光協会・軽井沢ホテル旅館組合・
軽井沢町企業機会均等推進協議会・軽井沢町差別撤廃人権
擁護審議会



事業の概要

みんなの共生未来会議事業

女性が自分の意思で選択し、活躍でき、いきいきと暮らせる社会の実現に向けて、地域団体、企業や
事業所への意識向上を図るとともに、女性自身が持っている力を自由に発揮するための学びやつなが
りづくりの場を提供する。

啓発講座の開催 （講座累計参加者数83名）

Vol．１ 企業向け講座
（日時）令和７年12月11日（木）

Vol．２ 男性向け講座
（日時）令和７年12月11日（木）

Vol．３ 女性向け講座
（日時）令和８年１月21日（水）

Vol．４ 中高生向け講座
（日時）令和８年１月31日（土）

企業、男性、女性、中高生と対
象別に４つ啓発講座を実施し、
ジェンダー平等や女性活躍推進
に関する理解促進と意識醸成を
図った。

つながりラウンジの運営

地域の女性の相談及び交流の場を提供、
利用者の話し相手や交流促進、専門機関
への橋渡し役としてコーディネータを１名配
置し対応。

＜開設時間及び開設日数＞
１日あたり４時間 計１０７日
＜開設場所＞
軽井沢町役場「つながりラボ」内
＜利用者数＞
１１０名（令和７年４月１日から令和８年３
月31日まで）
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